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第10章 用語解説 

本ビジョンに関連する専門的用語を以下に説明します。 

あ行 
 アセットマネジメント 

水道におけるアセットマネジメント（資産管理）とは、「水道ビジョンに掲げた持続可能

な水道事業を実現するために、中長期的な視点に立ち、水道施設のライフサイクル全体にわ

たって効率的かつ効果的に水道施設を管理運営する体系化された実践活動」を指します。 

 

 一日最大給水量
いちにちさいだいきゅうすいりょう

 

年間の一日給水量のうち最大の給水量のことをいいます。 

 

 一日平均給水量
いちにちへいきんきゅうすいりょう

 

年間総配水量を年日数で除した１日当たり平均水量のことをいいます。 

 

 営業外費用
えいぎょうがいひよう

 
主として、金融財務活動に要する費用及び事業の経常的活動以外の活動によって生じる費

用をいいます。支払利息、企業債取扱諸費、繰延勘定償却及び雑支出がこれに当たります。 

 

 営業収益
えいぎょうしゅうえき

 
主たる営業活動として行う財貨・サービスの提供の対価としての収入で、収益の中心的な

ものとなります。水道事業においては、給水収益、受託工事収益及びその他の営業収益に区

分して記載することになっています。 

 

 営業費用
えいぎょうひよう

 
主たる事業活動に伴って生じる費用をいいます。水道事業においては、原水費、浄水費、

配水費、給水費、受託工事費、業務費、総係費、減価償却費、資産減耗費及びその他営業費

用に区分して記載することになっています。 

 

 応急給水
おうきゅうきゅうすい

 
地震、渇水及び配水施設の事故などにより、水道による給水ができなくなった場合に、被

害状況に応じて拠点給水、運搬給水及び仮設給水などにより、飲料水を給水することをいい

ます。 

 

 応急復旧
おうきゅうふっきゅう

 
通水回復に向けて実施する被災水道施設の修繕（復旧）をいいます。被害状況の把握、緊

急措置、応急復旧計画の策定を行い、上流側の施設と幹線管路、優先管路等から実施します。 
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か行 

 加圧ポンプ施設
か あ つ ぽ ん ぷ し せ つ

 
地形や構造物の立地又は管路の状況など、諸条件に応じたポンプ圧送方式により水を送る

設備を設置した施設です。ポンプの設置に当たっては、計画水量や計画水圧を満足させ、各

種目的に適した型式、大きさ及び材質などを選定する必要があります。 

 

 管路
か ん ろ

 
水などの流体が流れる管のことをいいます。 

 

 企業債
きぎょうさい

 
地方公営企業が行う建設、改良等に要する資金に充てるために起こす地方債のことをいい

ます。 

  

 企業債残高
きぎょうさいざんだか

 
企業債等による外部資金の借入金の残高のことをいいます。 

 

 企業債償還金
きぎょうさいしょうかんきん

 
企業債の発行後、各事業年度に支出する元金の償還額又は一定期間に支出する元金償還金

の総額をいい、地方公営企業の経理上、資本的支出として整理されます。 

 

 基本料金
きほんりょうきん

 
二部料金制において、水道水の使用量と関係なく定額で徴収する料金部分のことをいいま

す。使用量に応じて徴収する従量料金との合計額が水道料金となります。 

 

 給水区域内人口
きゅうすいくいきないじんこう

 
水道事業者が認可を受け、一般の需要に応じて給水サービスを行うこととした区域内の居

住人口をいいます。 

 

 給水原価
きゅうすいげんか

 
有収水量１m3当たりについて、どれだけの費用がかかっているかを表したものです。 

 給水収益
きゅうすいしゅうえき

 
水道事業会計における営業収益の一つで、公の施設としての水道施設の使用について徴収

する使用料をいいます。通常、水道料金として収入となる収益がこれに当たります。 

 

 給水人口
きゅうすいじんこう

 
給水区域内に居住し、水道により給水を受けている人口をいいます。給水区域外からの通

勤者や観光客は給水人口には含まれません。 
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 給水停止
きゅうすいていし

 
水道事業者は常時給水の義務を負っていますが、一定の理由がある場合に給水の停止をす

ることができます。 

 

 給水普及率
きゅうすいふきゅうりつ

 
現状における給水人口と行政区域内人口の割合をいいます。給水普及率は計画給水区域に

おける人口のうち現状の給水人口との比で、水道普及率とは異なります。 

 

 給水量
きゅうすいりょう

 
給水区域内の一般の需要に応じて給水するため、水道事業者が定める事業計画上の給水量

のことをいいます。 

 

 供給単価
きょうきゅうたんか

 
水道利用者から徴収した水道料金である給水収益を年間総有収水量で除した数値であり、

有収水量 1m3当たりについて、どれだけの収益を得ているか表すものです。 

 

 緊急遮断弁
きんきゅうしゃだんべん

 
地震による揺れや管路の破断による異常流量の発生などを検知するとロックやクラッチが

解除され、自動的に閉止する機能を持ったバルブのことをいいます。配水池の流出管などに

設置し、緊急時の貯水量を確保するために利用されます。 

 

 経営指標
けいえいしひょう

 
各公営企業の経営の健全性・効率性、保有する施設の規模・能力や老朽化・耐震化の状況

等を表す指標のことをいいます。経営指標を取りまとめた「経営比較分析表」を活用し、経

年変化や類似団体との比較等の分析を行うことも有効とされています。 

 

 経営戦略
けいえいせんりゃく

 
公営企業における経営戦略とは、公営企業をめぐる経営環境は厳しさを増しつつあること

を踏まえ、自らの経営等について的確な現状把握を行った上で、計画的な経営に取組み、徹

底した効率化、経営健全化を行うための中長期的な経営の基本計画のことをいいます。 

 

 経営比較分析表
けいえいひかくぶんせきひょう

 
公営企業において、経営及び施設の状況を表す経営指標を活用し、経年比較や他公営企業

との比較、複数の指標を組み合せた分析を行うことにより、経営の現状及び課題を的確かつ

簡明に把握することが可能となることから、公営企業（水道事業）における経営指標を取り

まとめたものをいいます。 
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 計画取水量
けいかくしゅすいりょう

 
取水地点から浄水施設までの損失水量（漏水量など）と、計画一日最大給水量を考慮して

定める取水量をいいます。 

 

 減価償却費
げんかしょうきゃくひ

 
固定資産の減価を費用として、その利用各年度に合理的かつ計画的に負担させる会計上の

処理又は手続を減価償却といい、この処理又は手続によって、特定の年度の費用とされた固

定資産の減価額を減価償却費といいます。 

 

 原水
げんすい

 
浄水処理する前の水のこと。水道原水には大別して地表水と地下水があり、地表水には河

川水、湖沼水、貯水池水、地下水には伏流水、井水などがあります。 

 

 更新工事
こうしんこうじ

 
老朽化した施設・設備の機能を回復させるため、取替あるいは再建設を行うこと。その対

象により、施設更新、管路更新、設備更新と呼ばれます。 

 

 更新需要
こうしんじゅよう

 
現有する水道施設を更新した場合に係る投資費用のことをいいます。 

 

さ行 

 残留塩素
ざんりゅうえんそ

 
消毒を目的として次亜塩素酸ナトリウムなどを水に注入することによって生じた塩素が、

消毒効果をもつ有効塩素として消失せずに残留している塩素のことをいいます。 

 

 自家発電設備
じ か は つ で ん せ つ び

 
電力会社から供給を受ける電力とは別に、停電時等に事業所内で必要な電力を自前で賄う

ための発電設備のことをいいます。 

 

 事業継続計画（BCP）
じぎょうけいぞくけいかくびーしーぴー

 
Business continuity plan を略して BCP と呼び、水道事業の継続に影響を及ぼす事態が発

生した場合においても、事業を維持し、又は早期に事業を回復せるための計画をいいます。 

発災後から対応を始めるのは困難であるため、平時から災害に備える事業継続のための計

画を立てることにより、発災時からの事業回復のスピードアップや機能レベルの向上を図る

ことができるものです。 
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 施設利用率
し せ つ り よ う り つ

 
１日当たりの給水能力に対する１日平均配水量の割合を示したもので、水道施設の経済性

を総括的に判断する指標です。この比率が大きいほど効率的な施設運転を実施しているもの

といえます。 

 

 資本的収支
しほんてきしゅうし

 
企業の資産を取得するために要する費用（支出）とその財源（収入）の収支のことをいい

ます。資本的収入には、国庫補助金、企業債等が計上され、資本的支出には、建設改良費、

企業債償還金等が計上されます。 

 

 収益的収支
しゅうえきてきしゅうし

 
企業の経常的経営活動に伴って発生する収入と、これに対応する支出をいいます。収益的

収入には給水サービス提供の対価である料金などの給水収益のほか、受取利息などを計上し、

収益的支出には水道水を製造したり、使用者へ水道水を送るための施設を維持管理するのに

必要な経費（人件費・修繕費など）や、企業債利息、更には固定資産の減価償却費などのよ

うに、現金支出を伴わない経費なども含まれます。 

 

 重要度
じゅうようど

（重要度
じゅうようど

ランク） 
施設の耐震化を計画するに当たって行う重要度の評価である。施設の重要度の高い施設（ラ

ンク A）及びその他の施設（ランク B）に分類します。ランク A の施設は、次に示す事項を

総合的に判断して、それぞれの水道事業体が責任を持って決定します。 

1．重大な二次災害を起こす可能性の有る施設  

2．水道システムのなかでも上流に位置する施設  

3．基幹施設であって代替え施設のないもの  

4．重要施設等への供給管路  

5．復旧困難な基幹施設  

6．被災時の情報収集の中心となる施設  

 地震動のレベル（L1、L2）とこの重要度ランクの組合せで、水道施設の耐震水準を維持す

ることを基本とします。 

 

 従 量 料 金
じゅうりょうりょうきん

 
従量料金は、使用水量に応じて負担していただく料金で、水が限られた資源であることか

ら使用水量が多くなるほど１立方メートル当たりの単価が高くなるように設定されています。 

 

 取水
しゅすい

 
地表水、河川水、湖沼水及びダム水、地下水から適切な取水施設を使い原水を取り入れる

ことをいいます。 
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 取水口
しゅすいこう

 
原水を管又は水路などに取り入れる入口で、その位置を取水地点といい、取水するために

そこに設置される施設を取水施設といいます。 

 

 浄水場
じょうすいじょう

 
浄水処理に必要な設備がある施設のことをいいます。原水水質により浄水方法が異なりま

すが、一般に浄水場内の施設として、着水井、凝集池、沈澱池、ろ過池、薬品注入設備、消

毒設備、浄水池、排水処理施設、管理室などがあります。 

 

 浄水処理
じょうすいしょり

 
原水に薬品を注入するなどの処理を行い、水質基準に適合した安全な水道水に処理するこ

とをいいます。 

 

 剰余金
じょうよきん

 
企業の正味財産額のうち、資本金の額を超過した部分を意味します。その源泉は、一つは

企業の営業活動によって獲得した利益によるもの（利益剰余金）、他は資本金に属するもの

以外の資本取引によって企業内に留保された剰余によるもの（資本剰余金）があります。 

 

 新水道
しんすいどう

ビジョン 
厚生労働省では、平成 16 年に今後の水道に関する重点的な政策課題とその課題に対処す

るための具体的な施策及びその方策、工程等を包括的に明示する「水道ビジョン」を公表し、

平成 20 年には、水道ビジョンを時点に見合った内容に改定しました。 

その後、日本の総人口の減少や東日本大震災の経験など、水道を取り巻く環境の大きな変

化に対応するため全面的に見直しが行われ、50 年後、100 年後の将来を見据え、水道の理想

像を明示するとともに、取組みの目指すべき方向性やその実現方策、関係者の役割分担が提

示されたものとして、平成 25 年 3 月に厚生労働省より「新水道ビジョン」が策定されまし

た。 

 

 水源
すいげん

 
一般に取水する地点の水をいいますが、河川最上流部やダム湖などその水の源となる地点

の水を指す場合があります。水源の種類には、河川表流水、湖沼水、ダム水、地下水、湧水、

伏流水があります。 

 

 水質基準
すいしつきじゅん

 
水を利用し、供給し又は排出する際に、標準とすべき基準をいいます。おもな法的基準と

しては、水道法（水道水）、環境基本法（水質環境基準）などがあります。 
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 水質
すいしつ

検査
け ん さ

 
配水池水や給水栓水のような浄水について水質試験を行い、その結果を水質基準項目ごと

の基準値や塩素消毒の基準に照らして適合しているかどうかを判定することをいいます。水

道では、水道法施行規則及び通知により、定期及び臨時の水質検査の項目、頻度、採水場所

等が定められていますが、必要に応じて水質検査を行い、水源の水質監視、浄水処理工程の

水質管理、送・配・給水施設における水質管理を行うことが重要となります。 

 

 垂直・水平統合
すいちょくすいへいとうごう

 
水道用水供給事業と受水団体である水道事業が統合する垂直統合と、複数の水道事業又は

複数の水道用水供給事業が統合する水平統合を同時に行い、一つの水道事業とすることをい

います。 

 

 水道広域化促進事業
すいどうこういきかそくしんじぎょう

 
複数の水道事業による市町村の区域を越えて行われる統合又は水道用水供給事業と水道事

業による統合に伴って行う、「経年施設更新事業」と「統合関連事業」から構成される事業

です。 

 

 送水管
そうすいかん

 
浄水場から配水池まで浄水を送る施設（管路）のことをいいます。 

 

た行 

 耐震管
たいしんかん

 
地震の際でも継ぎ目の接合部分が離脱しない離脱防止機能を有する管路のことをいいます。 

 

 耐用年数
たいようねんすう

 
固定資産が、その本来の用途に使用できると見られる推定の年数のことをいいます。その

年数は、使用及び時間の経過による物質的原因と技術の進歩による陳腐化などの機能的原因

に基づき、過去の経験等を参考として決定します。地方公営企業においては、有形固定資産

は地公企則別表２号、無形固定資産は同則別表３号による年数を適用することとされていま

す（同則７条、８条）。 

 

 断水
だんすい

 
計画的な洗管作業及び管布設・更新工事等や突発的な事故などにより、水道施設の機能が

停止し、一時的に水道水の供給が滞ることをいいます。 

 

 貯水槽水道
ちょすいそうすいどう

 
水道事業の用に供する水道及び専用水道以外の水道であって、水道事業の用に供する水道

から供給を受ける水のみを水源とするもの。簡易専用水道及び受水槽の有効容量 10m3以下の

ものの総称です。  
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 直結給水
ちょっけつきゅうすい

 
需用者の必要とする水量、水圧が確保できる場合に、配水管の圧力を利用して給水する方

式のこと。配水管圧力だけで末端まで給水する直結直圧式給水と、配管途中に増圧設備を挿

入して末端までの圧力を高めて給水する直結増圧式給水があります。 

 

 導水管
どうすいかん

 
水道施設のうち、取水施設を経た水を浄水場まで導く施設である。 

 

な行 

 認可
に ん か

 
水道事業の創設、又は水道事業の拡張等、事業の条件を変更する際に、所管官庁である厚

生労働省、都道府県にその審査を受けることをいいます。 

なお、これまで厚生労働省が行ってきた水道行政は、閣議決定を経て今年度国土交通省と

環境省に移管しました。水道施設の整備や管理は国土交通省が所管するため、認可について

も令和 6 年 4 月から国土交通省へ移行しました。 

 

は行 

 配水管
はいすいかん

 
水道施設の一つで、配水池から布設された給水管の分岐がない配水本管と、配水本管から

分岐した配水支管があり、配水池から各家庭へ送り届けるための管のことをいいます。 

 

 配水池
は い す い ち

 
水道施設の一つで、浄水場から浄水処理された水を受け、配水区域内の水需要量に応じた

配水を行うための浄水貯留池のことをいいます。配水量の時間変動を調整する機能のほか、

地震時等の非常時にも一定の時間、水量、水圧を確保できる機能を持つことが必要とされて

います。 

 

 PAC
ぱっく

（ポリ塩化
え ん か

アルミニウム） 
1960 年代、日本で開発された無機高分子凝集剤で、ポリ塩化アルミニウムを略して「PAC

（パック）」といいます。PAC は、アルミニウムをあらかじめ加水分解重合させたもので、硫

酸アルミニウムと比較すると、適正凝集 pH 範囲、適正注入率の許容幅、高・低濁時の凝集効

果、アルカリ消費量、フロックの沈降速度などの面で有利であるとされています。 

 

 バックアップ 
水道施設が被害を受けた場合でも、その機能低下を最小限に抑え、又は代替し、若しくは

補完するなどにより、断水や減水区域を最小限にして給水の継続を図るものです。 
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 表流水
ひょうりゅうすい

 
河川、湖沼、貯水池等、陸地表面に存在する水のことをいいます。 

 

 粉末活性炭
ふんまつかっせいたん

 
着水井（又は混和池、取水施設など）で投入し、凝集・沈澱処理の間に有機物と接触させ

ることにより、吸着除去する処理法です。特にダム湖を水源としている場合、富栄養化によ

って藻類が大量発生し、原水にカビ臭などの不快な臭気がある場合に効果を発揮します。 

 

ま行 

 水安全計画
みずあんぜんけいかく

 
食品衛生管理手法である HACCP（Hazard Analysis and Critical Control Point）の考え

方を取り入れ、水源から蛇口までのあらゆる過程において、水道水の水質に悪影響を及ぼす

可能性のある全ての要因（危害）を分析し、管理対応する方法をあらかじめ定めるリスクマ

ネジメント手法のことをいいます。 

 

 水運用
みずうんよう

 
水源から需要者へ安定的に給水を行うため、水源水量予測及び配水量予測に基づき、原水

及び浄水の適正な配分計画を立て、取水から送配水まで水道施設全体の中で水を効率的に運

用することをいいます。 

 

 無効水量
むこうすいりょう

 
使用上無効とみられる水量のことをいいます。配水本支管、メーターより上流部での給水

管からの漏水量、調定減額水量、他に起因する水道施設の損傷などにより無効となった水量

及び不明水量をいいます。 

 

 無収水量
むしゅうすいりょう

 
配水量のうち料金徴収の対象とならなかった水量のことをいいます。事業用水量、メータ

ー不感水量、その他、公園用水、公衆便所用水、消防用水などのうち料金その他の収入が全

くない水量をいい、有効無収水量ともいいます。 

 

や行 

 有効率
ゆうこうりつ

 
有効水量を配水量で除した指標値のことをいいます。水道施設及び給水装置を通して給水

される水量が有効に使用されているかどうかを示す指標であり、有効率の向上は経営上の目

標となります。 
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 有収水量
ゆうしゅうすいりょう

 
料金徴収の対象となった水量及び他会計等から収入のあった水量。料金水量、他水道事業

への分水量、そのほか公園用水、公衆便所用水、消防用水などで、料金としては徴収しない

が、他会計から維持管理費としての収入がある水量のことをいいます。 

 

 有収率
ゆうしゅうりつ

 
有収水量を給水量で除したものをいい、単位は％で表します。 

 

ら行 

 老朽管
ろうきゅうかん

 
法定耐用年数（布設から 40 年）を超過した管路のことをいいます。 

 

 漏水調査
ろうすいちょうさ

 
漏水の位置、量、原因などを調査することをいいます。この調査を行うことにより、道路

陥没、路面凍結による交通事故、水圧低下による出水不良、水道水の汚染、他施設への浸水

等地上漏水、地下漏水としての二次的被害を防止できます。 

 

 ロードマップ 
本ビジョンを推進するために実施する事業の実施工程のことをいいます。 
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